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普通高校進学に向けた 
iPadの活用



青森県立浪岡養護学校

病院に隣接している病弱特別支援学校



   中学部3年（15歳） 

• 筋疾患 

• 準ずる教育課程（数研式NRT　偏差値平均M　52.0-64.0） 

• 小学校卒業後、本校へ入学 

• 高等学校進学を希望



困難さ
• 教科書、ノートが入っているカバンを持ち上げたり、移動
させたりすることは難しい 

• カバンからの道具の出し入れやファイリング、机上整理等
に時間がかかる 

• 疲れやすい 

• 教科書、ノート、筆記用具、宿題などの忘れ物が多い

ほとんど個別の授業なので 
十分に対応することができる



活用のねらい

集団の中で学ぶため、忘れ物を減らす

普通高校進学に備え、学習用具をデジタル
化することで少ない支援で学校生活を送る

ねらい②

ねらい①



“キーワードは”

重さ



カバンの様子



2.5kg...

＋



メモ

ねらい②

ねらい①
教科書 ノート プリント

i文庫HD EvernoteShotDocs GoodNotes
CamScannerHD

SnapCalリマインダー



ねらい①



教科書



ノートテイク



プリントをPDF化



• 操作をすぐ覚え、活用できた 

• ノートテイクの時間が減少した 

• 教科書・ノートの整理、振り返りが容易になった

用具をデジタル化して…



用具をデジタル化したが…
• たまに操作に手間取ることがある 

• これまでの学習に慣れている 

• 教科書の裁断に抵抗を感じる

iPadを主にした学習に踏み切れない

中学校での授業体験を機に、 
教科書をすべて裁断



ねらい②



宿題のメモ



用具

忘れ物（用具）

メモしたものは忘れない



宿題

宿題

メモしているが…



宿題をやってこない背景
• 毎日放課後デイサービスで過ごしている（～20時
帰宅のこともある） 

• 帰ってからは食事、入浴、就寝 

• 平日の学習は放課後デイサービスでのみ行っている 

• 学校に電動車イスを置いている

自由に学習する物理的環境が 
整っていないことも要因



iPadに全部入れてしまえばいい



他の教科でも実施したが…

あまり使ってもらえない



理由として
• iPad１つだと、アプリの切り替えが煩雑だ 

• アプリの立ち上げや読み込みに時間がかかる 

• プリントをその都度データ化すると時間がかかる 

• 教科書に直接書き込みたい 

• 書く力を維持したい



iPadにまとめたら 
重くなった



• 教科によって教科書アプリを使い分ける 

• デジタル教科書は授業前に開いておく 

• 使わないアプリを終了させ、メモリ解放する 

• プリントは紙のまま使用する。ファイルに綴じる場合は
ScanSnapでPDFにして保存 

• ノートの代わりに、ルーズリーフを数枚持ち歩く。書き終
わったらプリントと同様に保存 

• ワークは提出することが多いのでそのまま使う

軽く(速く)するために



バランスをとったら 
いろいろスッキリした



• 前・後期の2回、終日（7月：2日間 11月：5日間） 

• 7月は通常の教科書・ノートで参加 

• 11月はiPadを活用して参加

地域の中学校で授業体験



1回目の授業体験から
• 高等学校進学へのモチベーションが向上 

• iPad活用の必要性を認識 

• 忘れ物に対しての意識向上 

• 小学校の時の友達とSNSで連絡をとるようになった



2回目の授業体験　

1.3kg

1.0kg 0.4kg

1.2kg

0.2kg

0.2kg

≒ 4.3kg



• 荷物が少ないので簡単に準備することができた 

• 教室の出入りを考えると入り口付近の席になる 

• 前だとほとんど角度がないため黒板の撮影が難しい 

• 後ろだと前の席の人が重なり撮影が難しい 

• iPadが重いので持ち上げることが難しい 

• 板書を書き写すのは可能だが、続けるととても疲れる

2回目の授業体験でわかったこと

板書は誰かに撮影してもらう必要がある



まとめ

• 重さの視点からiPad(ICT機器)活用は必要 

• 疲労軽減の視点からiPad(ICT機器)の活用は必要 

• スピードの視点からiPadと紙の両方が必要 

• 機器を活用すれば、自分でなんとかできる



ご静聴ありがとうございました


